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ＳＮＳをきっかけとして、児童が性犯罪等に巻き込まれる事件が

多く発生しています。
令和３年中、全国で1,812人の児童が被害に遭っています。

ＳＮＳは非常に便利なコミュニケーションツールですが、危険も

ひそんでいることを理解しましょう。

令和３年中の被害児童を学職別に見ると高校生の被害が半数以上を占めました。

被害児童のＳＮＳへのアクセス手段は「スマートフォン」が95.0％でした。

被害児童のうち、フィルタリング利用の有無が判明した1,151人中、87.7％が

フィルタリングを利用していませんでした。
「令和３年における少年非行、児童虐待及び子供の性被害の状況」（警察庁）より

《フィルタリングは24時間子供を守ります》
フィルタリングは、有害サイトへのアクセスを防ぐサービスです。

18歳未満のお子さんに携帯電話を持たせる場合には、お子さんを犯罪

から守るためにもフィルタリングを利用するようにしましょう。


